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【外部評価】　イ：自己評価は適正である。ロ：自己評価は適正で
ない。　ハ：わからない。

　　　　　　　　　　　　【自己評価　評価】
　　　　　　　　　　　　　Ａ：１００≦（目標達成）　　　　　　Ｂ：８０≦（ほぼ達成）＜１００
　　　　　　　　　　　　　Ｃ：６０≦（もう少し）＜８０　　　　Ｄ：（できていない）＜６０
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令和６年度　学校評価表

学校教育目標

自己評価 学校関係者評価評価計画

a 　ミッション

b 中期経営目標

読解力の向上
「考える
伝え合う
力」の育成

e 評価指標

①フレームリーデイングの手
法を生かした「読むこと」の
指導。
・計画的な校内研修の実施
・職員による交流タイムの充実（国

語授業、ノート指導・音読指導等）

②基礎学力を高めるドリルタ
イムの工夫。
・全員が集中して取り組む15分間の
実現。

①国語科単元末・
学期末テスト（思
考・判断・表現）
期待値以上の児童
の割合

②標準学力調査の
通過率全国平均以
上の児童の割合
（国語科）

③児童アンケート
の肯定的回答の割
合

①80％
以上

②80%
以上

③80％
以上

学
び
を
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る

働き方の質の向上

①方策進行管理シートを生か
した協働的な働き方の実践

・キーワード

　　　共有　徹底　協働

①児童アンケート
の肯定的回答の割
合（７月・12月実
施）
・学級活動について（全
学級）
・委員会活動について
（５・６年）

教職員アンケート
「互いに頼みやす
い雰囲気がある」
の肯定的回答（7
月・１２月）

80%
以上

80%
以上

自ら学び，考え，発信する子供の育成

小中連携教育を基盤とした確かな学力定着の取組の充実 a 　ビジョン
○児童の主体性を育み，未来につながる学力をつける学校
○幼・小・中の連携による学びの連続性を大切にする学校

○家庭・地域とともに，子供の育ちを考える学校

①学級活動の充実
・児童主体の話し合い活動（生活目
標の振り返り、学級・学校の課題と
改善のための方法、よりよい学校生
活にするために等）を学期に2回以
上実施

②委員会活動の充実
・児童主体の児童集会等の実施（月
に一度の児童集会、各委員会からの

企画、全校遊び等）

主体性の向上

様式1


